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〒７９３－８６０１ 電話 （０８９７）
西条市明屋敷１６４番地 番号 ５６－５１５１

地域 山振 工配 国定公園 国立公園 （０８９７）
FAX ５２－１２００指定 辺地（３） 特農 農振 （総務課）

西条市は、愛媛県の東部、道前平野に広がる地域であ
り、瀬戸内海（燧灘）に面し、北西は今治市、西は東温市、
南は久万高原町・高知県いの町、東は新居浜市と接して
いる。
西日本最高峰の石鎚山（標高１，９８２ｍ）を中心とする
石鎚連峰を背景に、南部一帯及び西部は急峻な山岳地
帯となっている。それ以外の地域は、比較的ゆるやかな平
坦部となっており、市街地が集積するとともに、県下有数の
農業地域となっている。
また、山岳部を源流とする中山川、加茂川等の主要な
河川が圏域内を流れており、豊かな水資源を供給してい
る。

平１６．１１． １ 市制施行

（西条市・東予市・丹原町・小松町 合併）

平成１６年１１月１日に西条市、東予市、丹原町、小松町

が合併し、新しい西条市が誕生した。

建築年度 増 改 築 主な増改築箇所

昭５３年度

〈由 来〉 〈庁舎の建設年度〉

〈沿 革〉 〈市町村のあらまし〉

（平成２５．４．１現在）

区 分 名 前 任 期

市 長 青野 勝 平成２８．１１．２７
あ お の まさる

副市長 真鍋 和年 平成２９． ３．２６

議 会 （平成２５．４．１現在）

議長 楠 學 副議長 堀江 幸二

議員 （条例定数） ３０人

（現 員） ３０人

任期 平成２９． ２．２３

職員数（平成２５．４．１現在）

普通会計 ８９６人

企業会計 ４８人

その他会計 ４１人

計 ９８５人

〈行政組織〉

西条市
さ いじ ょ うし

〈地 図〉

（交通機関） ＪＲ伊予西条駅から徒歩２０分又は車で５分
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〈人口・世帯数〉 （ ）は増減率

区 分 ６０国調 平２国調 平７国調 平１２国調 平１７国調 平２２国調 ２５．３．３１住基

人 口 （２．７％） （△０．６％） （△０．５％） （△０．１％） （△１．０％） （△１．１％）
１１５，９８３ １１５，２５１ １１４，７０６ １１４，５４８ １１３，３７１ １１２，０９１ １１４，１８７

男 ５５，３８３ ５４，９１４ ５４，７５２ ５４，６６２ ５４，１４４ ５３，７５７ ５４，８５９

女 ６０，６００ ６０，３３７ ５９，９５４ ５９，８８６ ５９，２２７ ５８，３３４ ５９，３２８

世帯数 ３５，２７６ ３６，６８１ ３８，９２９ ４１，２９８ ４３，１０２ ４４，６３０ ４９，４３５

年齢構成 （平２２国調）

区 分 １４歳以下 １５歳以上６４歳以下 ６５歳以上 男 ４３，８３７ 人

人 口 １５，２９４ 人 ６６，４０３ 人 ３０，０７６ 人 女 ４８，８６８ 人

構成比 １３．７ ％ ５９．４ ％ ２６．９ ％ 計 ９２，７０５ 人

〈土地利用〉 （平２２．２．１現在） （ｈａ． ％）

総 面 積 林 野 面 積 林 野 率 経営耕地面積 宅 地化 率

平 ㎢２４．１０．１（ ） 田 畑 樹園地 平２４．１．１

５０９．０７ ３５，４５０ ６９．６ ４，９５３ ４，２６９ ２１６ ４６８ １１．６

〈産 業〉 産業構造 （百万円・人）

区 分 総生産額（平２２年度） 就業人口（平２２国調）

第１次 ８，２３１ １．９ ％ ４，２４０ ８．２ ％

第２次 １７２，４０１ ４０．８ ％ １６，８９１ ３２．７ ％

第３次 ２４２，０８３ ５７．３ ％ ２９，５５９ ５７．１ ％

計 ４２２，７１５ １００．０ ％ ５１，７２２ ９８．０ ％

（注）「総生産額」の計欄は帰属利子の控除等を行っており、「就業人口」の計欄は分類不能の人数を含む。

主要製造業 （平２３年） （百万円） 所得 （平２２年度）

品 名 製造品出荷額等 １人当たり 千円
市町民所得 ２，８６７

非鉄金属 ４２２，６２９

電子部品 １２４，９５８

平成２４年度の主な建設事業 （百万円） 今後の主な建設事業 （百万円）

事 業 名 事 業 費 事 業 名 事 業 費

庁舎（新館等）整備事業 １，２４７ 庁舎（新館等）整備事業 ２，８８６

公共下水道事業 １，０９８ 公共下水道事業 １０，９６０

まちづくり基盤整備事業 ７７１ まちづくり基盤整備事業 １，２７６

船屋王至森寺線道路改良事業 ５０１ 船屋王至森寺線道路改良事業 ５３６

喜多川朔日市線改良事業 ３２９ 喜多川朔日市線改良事業 ３１３

清水町１号線改良事業 １２６ 清水町１号線改良事業 ３１７

五百亀記念館整備事業 ２６９ 楠浜北条線道路改良事業 １，９９１

上水道事業 １８８ 小型船だまり建設事業 １，２４５

古川玉津橋線道路改良事業 ９０６

西条第１（東）防波堤建設事業 ９０３

選挙人名簿
登録者数 （平２５．９．２現在）
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〈観光・レクリエーション〉

石鎚連峰 石鎚スキー場 武丈公園 王至森寺のキンモクセイ（国指定天然記念物） 保国寺庭園（国指
定名勝） 西条市立郷土博物館 愛媛民芸館 市民の森 観音堂のふじ（県指定天然記念物） アクアトピア

名勝旧跡 うちぬき 天満神社の楠（県指定天然記念物） アサヒビール四国工場・ビール園 西条市考古歴史館
観念寺 長福寺梵鐘 世田山遊歩道 休暇村瀬戸内東予 本谷温泉 桜（ひょうたん池、吉田河原、実報

観光施設 寺） 藤（藤森神社） 道前渓谷 鞍瀬谷 堂ヶ森 生木地蔵 桜三里 西山興隆寺 久妙寺 香園寺
横峰寺 宝寿寺 吉祥寺 前神寺 千本ぼたん（法安寺） 近藤篤山旧邸 舟山古墳群
石鎚山ハイウェイオアシス館 椿交流館 永納山城跡（国指定史跡） 鉄道歴史パークｉｎＳＡＩＪＯ

〜梅まつり（２月中旬） 武丈観桜行事（４月１日 １５日） 石鎚ふれあいの里山菜まつり（４月下旬） 産業文化
〜フェスティバル（４月下旬） 立て干し網（６月上旬） 石鎚山お山開き（７月１日 １０日） 西条市おかげん祭

〜祭 り 市民花火大会（旧暦６月１７日） 市民納涼花火大会（８月１７日） いもたき（８月下旬 １０月上旬） 西条ま
〜つり（１０月：体育の日の前々日・前日、１４日 １７日） 東予秋祭り統一運行（１０月：体育の日の前々日） 夏
〜催 し 物 彩祭（８月中旬） 丹原七夕夏まつり（８月５日 ７日） 田滝地区おれん踊り（８月１５日） 磐根神社毛槍投奴

〜（１０月第３日曜日） 綾延神社道中奴（１０月第３土曜日・第３日曜日） 西山興隆寺もみじ祭り（１１月中旬
下旬） 小松ふるさと祭り（７月下旬） 丹原統一かきくらべ（１０月１５日） 小松だんじり統一寄せ（１０月１６
日） 法螺奉納大会（１１月３日） スノーカーニバルｉｎ石鎚（１２月下旬）

公 営 石鎚ふれあいの里 休暇村瀬戸内東予 本谷温泉
宿泊施設

〈名物・特産品〉

米 はだか麦 絹かわなす 西条の七草 アスパラガス 里芋 ほうれん草 きゅうり あたご柿 梅 キウイフルーツ
アムスメロン いちご 黒海苔 青のり ワタリガニ 天狗黒茶 地酒 手すき和紙

〈主な公共施設〉

総合文化会館 丹原文化会館 西条郷土博物館 東予郷土館 考古歴史館 佐伯記念館・郷土資料館 丹原ふるさと
歴史館 こどもの国 西条図書館 東予図書館 小松温芳図書館 丹原図書館 隣保館（４） 公民館（２９） 中学校
（１０） 小学校（２６） 公立幼稚園（６） 公立保育所（１１） 児童館（４） 総合福祉センター 東予総合福祉センター 丹
原福祉センター 小松地域福祉センター 地域交流センター（４） 創作の家 萩の里 丹原高齢者生活福祉センター
小松生きがいデイサービスセンター 周桑病院 保健センター（４） 道前クリーンセンター ひうちクリーンセンター やすら
ぎ苑 体育館（６） ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ 格技場（３） プール（３） 多目的広場（１１） 野球場（２） テニスコート
（６） 屋内運動場 石鎚ふれあいの里 本谷温泉館 石鎚山ハイウェイオアシス館 椿交流館 産業情報支援センター
食の創造館 ひうち会館 農村改善センター（３） 丹原農村婦人の家 観光交流センター 四国鉄道文化館 十河信二
記念館 西条市スポーツコミュニティセンター ウイングサポートセンター 休日夜間急患センター 五百亀記念館

〈主要課題〉

１． 健康で幸せな暮らしを実感できるまちづくり
（高齢者福祉の充実、障害者福祉の充実、地域福祉の充実、市民の健康づくり、地域医療体制の充実、子育て環境
の充実）

２． 豊かな自然環境を実感できるまちづくり
（環境資源を活かした地域づくり、新エネルギーの利用促進）

３． 安全・安心で快適な生活空間を実感できるまちづくり
（交通体系の整備、都市基盤の整備、港湾施設の整備、水道事業、下水道事業、防災体制の充実、情報化の推進）

４． 豊かな心を育む教育・文化を実感できるまちづくり
（学校教育の充実、社会教育の充実、スポーツ・学校体育の振興）

５． 産業の活力を実感できるまちづくり
（産業振興、農業の振興、食の創造、産業観光の開拓、林業の振興、水産業の振興、商業の振興、雇用対策）

〈地域づくりの事業等〉

西条市では、みんなが和気あいあいと、輪になって、真剣に対話し、そして最後には笑い合いたい、この「和・輪・話・笑
（わ・わ・わ・わ）」の４文字をこれからの目標に掲げ、従来の事業に加えて以下の事業を実施し、市民と行政のパートナ
ーシップに基づいた市民総参加のまちづくりで、さらなる飛躍・発展を図る。

健康で幸せな暮らしを実感できるまちづくり
◆健康な生活の支援
独自の奨学金制度を創設し、市内での医師確保による地域医療体制の強化を図る。

◆子育て環境の充実
就学前児童に対する医療費の完全無料化、小中学生の入院費の無料化を継続し、子育て世代の経済的な負担軽減
を図る。
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豊かな自然環境を実感できるまちづくり
◆環境資源の保全
市民・事業所・行政が一体となって、水資源の恒久的な保全活動を推進する。

安心で快適な生活空間を実感できるまちづくり
◆防災体制の充実
消防団車両の更新及び、ライフジャケットの整備を進め、消防団員の災害活動時における消防力の強化を図る。
また、デジタル同報系防災行政無線の整備、自主防災組織の充実、災害対応のための備蓄品を整備するなど、災害
に強いまちづくりを推進する。
豊かな心を育む教育・文化を実感できるまちづくり
◆学校教育の充実
ウイングサポートセンターの充実、特別支援学級開設のための整備等、教育環境の整備を図る。

産業の活力を実感できるまちづくり
◆農業の振興
地元農業関係者、産業界、行政が一体となって、地域経済をけん引する西条農業革新都市プロジェクトにより、「総合
６次産業都市」の実現を図る。
◆観光振興
伝統文化や産業観光資源等の地域資源と「水・食・農」を組み合わせて滞在型観光のルート化を行い、周辺地域と連
携しながら、県内外への情報発信を図る。

〈市町が出資している地方公社の設立状況〉 （平成２５．４．１現在）

形態 地方公社の名称 設立登記 資本金（千円） 主 な 事 業 内 容
年月日 出資割合（％）

(特) 西条市土地開発公社 昭４８． ２． １ ５，０００ 公共用地等の取得、管理、処分等
（１００）

(株) 西条産業情報支援センター 平１１． ９．１７ １５，０００ 新規創業支援・既存企業新分野進出支援等
（６７）

(公財) 西条市体育協会 平 ３． ３．１８ ８０，０００ スポーツの普及促進
（３１．２）

(公財) 佐伯記念育英会 昭５６． １．１６ ２５０，０００ 奨学事業
（１００．０）

〈総合計画〉

基 本 構 想 基 本 計 画

計 画 の 名 称 議決年月日 期 間 期 間

西条市総合計画 平１８．３．２２ 平１８～平２７年 平２３～平２７年

〈行政機構〉
（平成２５．７．１現在）

西条市

総務課・職員課・秘書課・ＩＴ振興課

総合政策課・広報広聴課・行政改革推進課

危機管理課・危機管理課西部分室・市民生活課

契約課・工事検査課・財政課・市民税課・資産税課・納税課

社会福祉課・女性児童福祉課・高齢介護課・健康増進課

スポーツ健康課・国体推進課・国保医療課・地域医療課

環境衛生課・下水道業務課・下水道工務課・水道業務課

水道工務課

商工振興課・産業政策課・観光物産課

農業水産課・林業課・農業土木課・農業土木課西部分室

農業革新都市推進室・国土調査課

建設道路課・港湾河川課・都市計画整備課・建築審査課・用地課

施設管理課・庁舎建設室

総務課・税務課・市民福祉課・農林水産課・建設管理課

総務課・市民福祉課・農林水産課・建設管理課

総務課・市民福祉課・農林水産課・建設管理課

出納室・出納東予分室・出納丹原分室・出納小松分室

総務課・警防課・予防課・通信指令課・東消防署・西消防署

教育総務課・社会教育課・人権教育課・教委西部分室

学校教育課

議事課

農委事務局・農委東予分室・農委丹原分室・農委小松分室

選管事務局・選管東予分室・選管丹原分室・選管小松分室

監査委員事務局

総 務 部

企画情報部

市民安全部

財 務 部

保健福祉部

生活環境部

産業経済部

農林水産部

建 設 部

施設管理部

東予総合支所

丹原総合支所

小松総合支所

会計管理者

消 防

管 理 部

指 導 部

議会事務局

副市長市 長

教育委員会

固定資産評価審査委員会

議 会

農 業 委 員 会

選挙管理委員会

監 査 委 員

公 平 委 員 会

教育長


